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町
政
あ
ん
な
い

キ
ラ
リ
健
康
ナ
ビ

子
育
て
ひ
ろ
ば

情
報
コ
ー
ナ
ー

ま
な
び
す
と

わ
い
わ
い
プ
ラ
ザ

私
は
豊
山
町
の
最
高
責
任
者
と
し
て
、
町
民
の

皆
様
か
ら
負
託
を
い
た
だ
き
ま
し
た
町
政
運
営

の
舵
取
り
と
い
う
重
責
を
、
「
一
人
ひ
と
り
が

大
切
に
さ
れ
る
」
と
い
う
理
念
の
も
と
、
強
い

決
意
と
覚
悟
を
持
っ
て
臨
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

令
和
5
年
度
当
初
予
算
案
の
概
要
と

施
策
の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て

　
そ
れ
で
は
、
令
和
5
年
度
当
初
予
算
案
の
概

要
と
施
策
の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て
、
申

し
上
げ
ま
す
。

　
令
和
5
年
度
は
、
未
来
を
見
据
え
た
ま
ち
づ

く
り
の
施
策
展
開
と
、
D
X
の
推
進
や
環
境
負

荷
低
減
の
取
組
な
ど
直
面
す
る
行
政
課
題
へ
の

的
確
な
対
応
を
図
り
、
基
幹
的
広
域
防
災
拠
点

関
連
事
業
や
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ
の
投

資
を
行
う
な
ど
町
の
将
来
を
見
据
え
た
予
算
編

成
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
一
般
会
計
の
総
額
は
、
85
億
3
，
5
0
0
万

円
で
当
初
予
算
ベ
ー
ス
で
は
過
去
最
大
の
規
模

で
あ
り
、
対
前
年
度
比
11
億
4
，
5
0
0
万

円
、
15
．
5
％
の
増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
国

民
健
康
保
険
を
は
じ
め
と
し
た
特
別
会
計
の
総

額
は
、
33
億
9
，
2
1
6
万
4
千
円
で
、
対
前

年
度
比
5
，
8
9
6
万
3
千
円
、
1.7
％
の
減
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
一
般
会
計
の
歳
入
の
根
幹
を
な
す
町
税
は
、

全
体
と
し
て
は
42
億
5
，
0
0
0
万
円
弱
で
、

対
前
年
度
比
8
，
3
6
1
万
円
、
2.0
％
の
増
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
個
人
町
民
税
に
つ
き
ま
し
て
は
、
給
与
所
得

や
納
税
義
務
者
の
増
加
に
よ
り
対
前
年
度
比

3
，
7
8
2
万
2
千
円
の
増
、
法
人
町
民
税
に

つ
き
ま
し
て
は
、
企
業
の
減
収
に
よ
り
、
対
前

年
度
比
1
，
6
3
3
万
9
千
円
の
減
を
見
込
ん

で
お
り
ま
す
。

　

固
定
資
産
税
に
つ
き
ま
し
て
は
、
全
体
で

対
前
年
度
比
6
，
3
6
2
万
9
千
円
の
増
を

見
込
ん
で
お
り
ま
す
。
主
な
要
因
に
つ
き
ま

し
て
は
、
家
屋
が
、
共
同
住
宅
や
事
務
所
の

新
築
に
よ
り
2
，
4
7
8
万
円
の
増
、
償
却

資
産
は
、
設
備
投
資
の
増
加
を
見
込
み
3
，

8
4
6
万
2
千
円
の
増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
航
空
機
燃
料
譲
与
税
に
つ
き
ま
し
て
は
、
コ

ロ
ナ
前
ま
で
の
航
空
需
要
の
回
復
を
見
込
み
、

対
前
年
度
比
1
，
5
0
0
万
円
の
増
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　
繰
入
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
財
政
調
整
基
金

か
ら
4
億
7
6
3
万
円
、
公
共
施
設
等
保
全
整

備
基
金
か
ら
4
，
1
4
1
万
円
を
取
り
崩
す
な

ど
、
基
金
か
ら
合
わ
せ
て
4
億
4
，
9
1
4
万

円
を
繰
り
入
れ
、
対
前
年
度
比
1
億
8
4
2
万

円
の
増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
町
債
に
つ
き
ま
し
て
は
、
役
場
庁
舎
等
空
調

改
修
工
事
に
1
億
2
，
2
0
0
万
円
、
都
市
公

園
用
地
購
入
等
に
4
億
9
，
8
0
0
万
円
を
、

そ
れ
ぞ
れ
の
財
源
と
し
て
借
り
入
れ
ま
す
。
合

わ
せ
て
6
億
2
，
0
0
0
万
円
で
、
対
前
年
度

比
2
億
3
，
6
0
0
万
円
の
増
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　
特
別
会
計
に
つ
き
ま
し
て
は
、
5
つ
の
特
別

会
計
を
設
置
し
て
お
り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
に
つ
き
ま
し
て

は
、
療
養
給
付
費
の
減
な
ど
に
よ
り
対
前
年
度

比
2
，
8
6
9
万
2
千
円
の
減
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
き
ま
し
て
は
、
税
率

区
分
の
う
ち
、
所
得
割
額
、
均
等
割
額
及
び

平
等
割
額
は
愛
知
県
に
納
付
す
る
事
業
費
納

付
金
の
増
額
に
伴
い
、
引
き
上
げ
を
行
い
ま

す
。
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
に
つ
き
ま
し

て
は
、
保
険
料
率
の
減
な
ど
に
よ
り
対
前
年

度
比
1
，
7
8
4
万
8
千
円
の
減
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
特
別
会
計
に
つ
き
ま
し
て
は
、

保
険
給
付
費
の
増
額
な
ど
に
よ
り
対
前
年
度

比
5
，
5
6
7
万
8
千
円
の
増
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計
に
つ
き
ま
し

て
は
、
サ
ー
ビ
ス
に
見
合
っ
た
所
要
の
額
を
計

上
し
、
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
に
つ
き
ま

し
て
は
、
公
共
下
水
道
事
業
計
画
に
基
づ
く
経

費
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

　
令
和
5
年
度
当
初
予
算
の
主
要
事
業
に
つ
き

ま
し
て
、
第
5
次
総
合
計
画
の
「
施
策
の
体

系
」
に
掲
げ
る
7
つ
の
「
ま
ち
づ
く
り
の
目

標
」
に
基
づ
き
、
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。

快
適
で
活
気
あ
ふ
れ
る

コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち

目標1
　
は
じ
め
に
、
「
目
標
1　
快
適
で
活
気
あ
ふ

れ
る
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
」
に
つ
い
て
申
し
上

げ
ま
す
。　
　

　
愛
知
県
の
基
幹
的
広
域
防
災
拠
点
の
整
備
に

合
わ
せ
、
町
が
整
備
い
た
し
ま
す
災
害
時
避
難

所
機
能
を
持
た
せ
た
ア
リ
ー
ナ
と
、
賑
わ
い
施

設
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
基
盤
整
備
詳
細

設
計
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
計
画
区

域
内
の
用
地
取
得
に
も
着
手
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
道
路
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
愛
知
県
の
基

幹
的
広
域
防
災
拠
点
の
整
備
に
合
わ
せ
て
、
町

道
1
1
7
号
線
の
道
路
拡
幅
工
事
を
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。
消
防
学
校
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路

と
な
る
と
と
も
に
、
災
害
時
に
は
警
察
・
消
防

車
両
等
の
通
行
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
道

路
幅
員
を
12
m
に
拡
幅
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
地
震
や
台
風
等
の
災
害
時
に
お
き
ま
し

て
、
電
柱
の
倒
壊
や
電
線
の
切
断
に
よ
る
道
路

閉
鎖
を
防
止
す
る
と
と
も
に
、
電
力
や
通
信
の

安
定
供
給
を
確
保
す
る
た
め
、
道
路
の
無
電
柱

化
に
向
け
た
詳
細
設
計
も
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　
児
童
遊
園
に
つ
き
ま
し
て
は
、
法
人
名
ま
た

は
ブ
ラ
ン
ド
名
等
を
冠
し
た
愛
称
を
付
与
す
る

権
利
と
し
た
「
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
」
を
新
た

に
導
入
い
た
し
ま
す
。

　

命
名
権
を
企
業
等
に
付
与
す
る
こ
と
に
よ

り
、
企
業
等
の
広
告
の
機
会
を
拡
大
す
る
と
と

も
に
、
新
た
な
財
源
を
確
保
し
な
が
ら
、
よ
り

町
民
の
皆
様
に
親
し
ま
れ
る
児
童
遊
園
と
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
下
水
道
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
栄
、

和
合
、
中
之
町
地
区
を
中
心
に
工
事
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。
対
象
と
な
る
広
さ
は
6.7
ヘ
ク

タ
ー
ル
と
な
り
、
こ
れ
に
よ
り
、
町
全
体
の

61
％
が
供
用
可
能
な
地
域
と
な
り
ま
す
。
下
水

道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
「
下
水
道
事
業
経

営
戦
略
」
に
基
づ
き
、
一
層
の
経
営
健
全
化
に


